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経済同友

平沢復興大臣と櫻田代表幹事が、
東日本大震災の被災地復興を巡って意見交換を実施
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平沢大臣は復興庁への人材派遣など、
経済同友会のこれまでの被災地支援に
謝意を伝えられた。

また、福島県産品を社員食堂や贈答
品などで積極的に流通・販売していた
だくこと、福島イノベーション・コー
スト構想を推進するため、国際教育研
究拠点などへ積極的に参画していただ
くことなど、福島復興の一層の推進に
向けて、協力の要請をされた。

これに対し櫻田代表幹事は、交通イ
ンフラや公共施設の復旧作業が概ね完
了していることを踏まえ、これまでの
政府の復興の努力に敬意を表した。そ
の一方、福島県の原発災害被災地には
10年を経た今も帰還困難区域が存在し
ていることや、岩手県や宮城県でも十
分に人口が戻っていない被災地が多い
ことなどを念頭に、次の10年に向けて、

「復旧ではなく復興」という考
えの下、継続性のある取り組み
を進めていただくことに期待を
表明した。

なお、経済同友会では、地域
産業の将来を担う若者の成長を
支援することが重要との考えの
下、2011年７月に「IPPO IPPO 
NIPPONプロジェクト」を立ち
上げ、16年９月までの５年間10
期にわたり、全国の企業・法人
496社、個人71人から総額21.8
億円の寄付金を集め、被災した
専門高校に実習機材を提供した。さら
に、被災三県（岩手・宮城・福島）の各国
公立大学が手掛ける復興事業や、被災
三県が運営する震災遺児・孤児の支援基
金に寄付を行った。

その他にも、事務局経由と直接出向

を併せて企業人材23人の復興庁や福島・
宮城復興局への派遣、追悼シンポジウ
ムや夏季セミナーをはじめとする各種
会合の被災三県での開催、東北未来創
造イニシアティブへの特別協力などの
復興支援活動を実施した。

平沢勝栄復興大臣（写真手前中央）

平沢勝栄復興大臣と櫻田謙悟代表幹事は３月16日、東日本大震災から10年を迎えた被災地の復興
を巡って、オンラインで意見交換を行った。


